
■令和２年度 事業計画（案） 

 「飛島村地域公共交通計画（第２次 飛島村地域公共交通網形成計画）」に基

づき、以下の事業を実施する。 

１．飛島公共交通バスの運行継続と拡充検討 

  ①飛島公共交通バス（名港線）の運行 

   名古屋港から飛島ふ頭を運行区間とする飛島公共交通バス（名港線）の

運行継続と拡充検討を行う。 

  ②飛島公共交通バス（蟹江線）の運行 

   近鉄蟹江駅から飛島ふ頭を運行区間とする飛島公共交通バス（蟹江線）

の運行継続と拡充検討を行う。 

２．海南病院通院支援タクシーの運行継続 

  乗合タクシー事業による、海南病院への通院支援タクシーの運行を継続す

る。 

３．バスロケーションシステムの稼働継続 

  バスロケーションシステム（Bus Go!）の稼働を継続する。 

４．ＧＴＦＳ化への対応 

  飛島公共交通バスの検索を可能とするデータのオープンフォーマット化を

検討する。 

５．地域まちづくりを支える社会基盤の整備 

  とびしマルシェ等のイベント開催にあわせ、無料運行便を実施する。 

６．福祉移動サービスの維持 

  ①高齢者・心身障がい者福祉タクシー助成制度を継続して実施する。 

  ②送迎バス（お買い物バス）を継続して実施する。 

７．利用促進活動 

  ①広報活動・利用促進活動等の実施 

   村公式ホームページ、広報等による情報発信や村のイベントで広報活動

を行う。また、老人クラブ、区長会等において公共交通利用に向けた啓発

活動、意見交換等を実施する。 



②バス車両協賛広告事業の実施 

   サポーター制度の一環として、バス車両協賛広告事業を継続して実施す

る。 

  ③利用促進関連施策 

   ふるさとフェスタ等のイベント開催時にパネルを展示しＰＲするととも

に、バス便りを配布し公共交通を身近に感じることのできる取り組みを実

施する。 

８．事業評価活動 

  事業評価及び事業改善のため、乗降客数調査を実施し分析する。 

９．法定協議会等の開催 

  予算・決算及び事業評価活動等の結果に基づく次年度事業計画の検討・承

認のため、法定協議会を開催する。 



収　　　入 単位：千円

支　　　出 単位：千円

 予算の過不足が生じた場合は、科目間で流用することができる。

令和元年度　収支補正予算書（案）

科　　　　目
補正前 補正後 計 附　　　　記

款 項 目

１　負担金 １　負担金 2,000 0 2,000

１　負担金 2,000 0 2,000

１　補助金 １　補助金 108,405 -27,101 81,304 飛島村

２　補助金 108,405 -27,101 81,304

１　預金利息 １　預金利息 1 0 1

６　預金利息 1 0 1

１　雑収入 １　雑収入 1 0 1

７　雑収入 1 0 1

科　　　　目
本年度 前年度 比較 附　　　　記

款 項 目

計 110,407 -27,101 83,306

１　運営費 １　会議費 12 0 12

１　運営費 12 0 12

１　事業費 １　事務費 16 0 16

２　事業費 110,395 △ 27,101 83,294

３　印刷製本費 581 0 581

２　消耗品費 35 0 35

５　委託料 109,663 △ 27,101 82,562 運行委託等

４　修繕料 100 0 100

計 110,407 -27,101 83,306

１　予備費 １　予備費 0 0 0

３　予備費 0 0 0

自 平成31年４月 １日
至 令和 ２年３月31日


